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研究開発の概要
• 三次元ディジタルコンテンツの形状類似検索

① ⾼精度・⾼性能な検索
• 特許技術MFSDの改善

• DVD（密ボクセル）新特徴量で圧縮と高性能化を達成
• DVDで新たな特許出願、論⽂誌で出版

② 物体の部分形状等からの3D検索
• 「⽳」「凹凸」などの部分形状を捉える特徴量の開発

③ 2D写真、2Dスケッチ等からの3D検索
• ２Dの写真やパーツ簡易名からの三次元形状類似検索

④ 今後の展開：地域や社会への貢献
• 企業との共同研究開始（2013年9月~）

DVD特徴量

「穴」のある物体

2D写真例



① 密ボクセルスペクトル（DVD）特徴量
• 空間的特徴と連続的変化を捉えた特徴量

三次元物体 ボクセル表現
（ブロックで

重複スキャン）

ブロックごと
スペクトル計算
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Descriptor (DVD)
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特許出願中

最終的な次元数は主成分分析をし、
従来（MFSD）の1/10以下

重複スキャン

DVD+DBで平均精度も従来よりよい（PSB)



② 穴と凹凸等、部分形状に強い特徴量

(b) シルエット画像

(a) Depth-Buffer画像
奥⾏きバッファ法

三次元物体
（機械部品）

Flood Fill法

( 3値画像 )
(d) Flood Fill画像

(e) Contour画像

(f) 穴画像

(c) Edge画像
( 輪郭, ⽳, 凹凸 )

Canny法

(g) 凹凸画像

(h) Line画像

(i) Circle画像

Hough変換

差分
(c)-(e)-(f)⽳、背景

削除後
Canny法

ESB（機械部品ベンチマーク）で最⾼精度 5種類のスペクトルが特徴量



③ 2D写真から3D検索③ 2D写真から3D検索

3Dコンテンツ 多視点画像生成

シルエット画像

HOG特徴量
奥⾏バッファ画像

携帯やデジカメか
ら2D撮影写真

Zernike特徴量

HOG特徴量

多回転画像生成

多回転画像そ
れぞれから、
奥⾏バッファ
とシルエット

画像生成

照合照合

Zernike特徴量

類似度の⾼い順
に結果表示
類似度の⾼い順
に結果表示

検索結果
前処理として３Ｄコン
テンツからで特徴量を

計算しておく

2Dから3D
を検索

こんな3Dデー
タないかなあ、
と気軽に撮影



④ 成果と今後の展開
• 成果のまとめ

– 特許：出願1件（DVD+DB特徴量）, PCT:1件
– 学術論⽂：2報, 査読付き国際会議：４回, 国内会議：4回以上
– SHREC（Shape Retrieval Contest）で2013年世界ナンバーワ

ン（KINECTからの検索タスク）
– 世界最⼤の3D検索ベンチマーク（TSB: Toyohashi Shape 

Benchmark）公開

• 今後の展開
– 国内（地域）企業への展開
– 継続的な技術開発 TSBの一部


